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累計導入社数 資金調達額 億円累
計No.1 51

CO2排出量見える化サービス

※1

脱炭素経営を支援する
ワンストップソリューション

※1東京商工リサーチ調べ　2023年7月時点 ※2 契約済みのグループ導入企業社数。
※3 調査　概要：10社を対象にしたサイト比較イメージ調査／調査期間：2022年4月15日～17日／調査手法：インターネット調査／比較対象企業：「CO 見える化・削減クラウドサービス」Google検索上位9社 2022年4月11日18時時点）／調査実施：株式会社ドゥ・ハウス／調査象：男女、20～69歳、 全国、
その他の業種（※）152s ※記事、広告、まとめサイトを除く ※金融・不動産業・運輸・運送業・農林漁業・鉱業・建設業・製造業・電気・ガス・熱供給・水道業・情報通信業・卸売業・小売業 ・教育、学習支援業・飲食系サービス業・旅行・宿泊系サービス業・理容・美容系サービス業・新聞・雑誌・テレビ・ラジオ・
広告等マスコミ関係・マーケティング・市場調査会社関連・その他のサービス業・公務員を除く業種 



画像をアップロードするだけでAIが判断し、Scope1-3のCO2やメタンなどのGHG排
出量の回収・算出を自動計算します。

アスエネはAPIやCSVから、ERPや会計システムなどのデータ連携が可能です。
支払い情報や請求書データの管理、表計算ソフトの自動仕分け、データ入力を自動化するBPOサービスも提供し、
算定の工数を最大70%削減します。
煩雑なデータ収集・入力業務を自動化し、正確なCO2排出量算定が実現できます。

BPOサービスにより、支払い情報や請求書データの管理、表計算ソフトの自動仕分け、データ入力を自動化できます。
CO2算定の手入力によるミスを防ぎ、工数削減することで、データの精度の向上と業務効率化を実現します。

AIなどのテクノロジーとサステナビリティコンサルティングの知見を活用し、ミスなく、
国際イニシアチブ（RE100、SBTi、TCFDなど）や温対法の各種報告レポートの自動
生成ができます。
*1 ISO14064-3：国際標準化機構（ISO）が定めたGHGに関する主張の妥当性確認及び検証のための仕様・手引き

AI×ISO14064-3*1認証で正確なデータを入力

データ連携で煩雑なデータ収集・入力業務を自動化

CO2排出量を見える化
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BPOサービスでデータ精度を向上



導入企業5,000社超

提携パートナー100社超

包括的な支援をグローバルに提供しています。

拠点一覧 沿革

CO2排出量見える化・削減・報告のためのクラウドサービスの
提供から、削減コンサルティング、カーボンオフセット、
国際イニシアチブに準じた情報開示まで、脱炭素経営をワンスト
ップで支援します。
また幅広い機関・サービスプロバイダーとの業務提携を通して
さらなる価値提供を目指しています。

資料請求や無料デモお申し込みは
お気軽にお問い合わせください

050-3188-4866 (平日9:00-18:00 )
info-japan@asuene.com

創業2019.10

シリーズA調達 累計3.75億円

アスエネAPAC設立

シリーズB調達 累計18億円

シリーズB調達 3rd 累計31億円

融資調達 累計51億円
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脱炭素ワンストップソリューション

CO2見える化から報告・削減まで支援

業界No.1の実績



CO2だけでなく水、廃棄物の管理まで可能

企業単位の見える化GHGプロトコル

製品・サービスの見える化製品CFP

企業・製品・サービス単位で見える化

主な機能一覧

国際基準GHGプロトコルを活用し、企業活動によって発生する温室効果
ガス排出量をCO2に換算して見える化します。サプライチェーンデータ連携や
APIから、企業のCO2排出量見える化を実現します。

気候変動情報において、温室効果ガスはもちろん、さまざまな情報開示が求められます。
CO2の見える化だけでなく、企業の取水・排水や廃棄物にいたすまで、管理・レポート作成支援が可能です。

ISO14040*2に準拠した製品CFPの算定も可能です。
原材料採集、製造、廃棄に至るライフサイクル全体のCO2を見える化します。
国際規格Pathfinder Frameworkに対応し、データの相互流通が可能です。

*2 ISO14040：国際標準化機構（ISO）が定めた製品・サービスの環境側の評価方法

スコープ1：直接排出

スコープ2：間接排出

スコープ3：
その他の間接排出（下流）

スコープ3：
その他の間接排出（上流）

購入

輸送

出張 投資

商品の使用

商品の廃棄

$

原材料の調達

廃棄・
リサイクル

生産

製品の
輸送・物流

使用

製品

水の使用量だけでなく、BOD・COD※や排出温度など
水セキュリティに関する管理・レポート支援も可能です。

品目毎の管理、マニフェストデータ登録や、リサイクル率
などの管理を通し、サステナビリティ経営の支援を行います。

*3 BOD：水中に微生物を入れた場合の 5日間で分解した酸素量
COD：水中に酸化剤を投入した場合の必要酸素量

水セキュリティ管理 廃棄物管理

見える化

・GHG算定

・削減目標・貢献量
・削減ロードマップ
・クレジット調達支援
・再生可能エネルギー調達

・CO2排出量レポート
・省エネ法・温対法
・EEGS報告対応

・AI チャットボット
・BPOサポート
・承認機能
・コスト管理
・API 連携
・セキュリティ
・多言語選択
・シングルサインオン

・CDP支援
・SBTi 支援
・TCFD/TNFD支援
・各イニシアチブレポート

・水管理
・廃棄物管理
・エネルギー管理
・AI-OCR
・手動入力・フォーマット入力
・一括読み込み
・製品CFP/LCA
・分析・レポート
・ベンチマーク分析
・サプライチェーンデータ連携

削減

報告

その他



豊富な実績を活かし、サステナビリティ推進を支援します。
LCAエキスパートの知見や豊富な支援実績から、国際イニシアチブ（TCFD、
SBTi、CSRDなど）やバウンダリ設定、算定方法の選択まで支援が可能です。

Scopeごとだけではなく、事業や国、拠点ごとの削減目標ロードマップの管理が
可能です。さらに、任意の品目の削減目標と実績の確認や、今後の取り組みや潜在
リスクを明確化する機能を備えています。

金融機関と連携し、サステナビリティ経営に向けた開示、報告を支援します。
SLL（サステナビリティリンクローン）などの融資を達成するための、策定から
情報公開支援も可能です。

事業活動や製品・サービスによって生みだされる温室効果ガス排出量を効率的に
算出します。算出したCO2排出量に対してカーボン・オフセットを企画から実行
までトータルで支援します。

気候変動リスクと機会のシナリオ分析、炭素関連資産の特定と管理、上場企業
における気候変動ガバナンスと戦略の策定、レジリエンス強化を支援します。

国際イニシアチブ支援

削減目標ロードマップ機能

アスエネストア

クレジット調達支援

脱炭素パートナーと一緒に削減ソリューションを提供します。
再エネ調達やカーボン・オフセットに向けたクレジット調達や、各種開示レポート
作成まで、支援いたします。

・CDP回答、調査、分析支援

コンサルティング支援メニュー

・SBTi認証支援・TNFD対応支援
・EEGS対応支援 ・B Corp（B Corporation）認証支援・GRIスタンダード支援

・TCFD回答、調査、分析支援

削減した排出量
再生可能エネルギー等で

CO2排出量

企業活動や日常生活により

CO2を排出
企業活動や日常生活により

CO2を削減・吸収

どうしても削減できない
CO2排出量

企業努力で
削減できた排出量

資金

オフセット
(＝埋め合わせ )

クレジット

報告・開示支援

削減ソリューション提供

金融機関連携による経営支援

金融機関

企業

融資

報告



持続的なサプライチェーン調達のための
ESG評価クラウドサービス

ネットゼロに向けたカーボンクレジット・排出権取引所

サプライチェーン
エンゲージメントの向上

POINT

01 サプライチェーンの
ESG評価工数削減・改善

ESGデータを活用した
開示・新事業創出

POINT

02
POINT

03

国際的なESGフレームワークのGRI（Global Reporting Initiative）や国連グローバル・コンパクトなどに準拠し、
信頼性が高いレーティングとスコアリングを通じて、企業のESG評価を可視化します。
評価依頼企業/バイヤーは、効率的にサプライチェーン全体の評価の比較・分析・改善の働きかけが可能となります。
被評価企業/サプライヤーは、自社のESGの評価をカンタンに可視化し、改善に繋げ、本業の拡大に繋がります。

Carbon EXは、海外・日本の森林/自然由来のクレジット、二酸化炭素回収・貯留技術、再エネ・省エネなどの
クレジット創出事業者と企業などの需要家の、カーボンクレジット・排出権取引所です。
ボランタリーカーボンクレジット、J-クレジット、非化石証書、JCM等のカーボンクレジットやESG商品を取り扱う
日本初のプラットフォームです。

B CCC AAA

B

A

アスエネ株式会社
〒105-0001
東京都港区虎ノ門1-10-5 KDX虎ノ門一丁目ビル WeWork4階
TEL : 050-3188-4866 (平日9～18時)
MAIL : info-japan@asuene.com 

取扱商品

カーボンクレジット・排出権取引所

J- クレジット
ボランタリーカーボンクレジット

海外の再エネ証書（IREC ,REC,GO）
非化石証書

BeZero Carbon Rating など

格付け機関


